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1 はじめに

筆者は，平成28年3月31日をもって38年間の中学
校教師生活を終え，翌4月1日から西九州大学子ど
も学部で第二の教師生活を迎えることになった。最
後の10年間，平成18年度からは管理職（校長）とし
て，主題にある「元気な子どもを育む学校経営」に
取り組んだ。取り組みのキーワードは，2つである。
1つ目は，その学校の課題や培ってきた実績，受け
継いできた伝統，地域性や地域の教育力などを踏ま
えたうえで，現在の教育活動の見直しや整理統廃合
を行う「現有リソースの体系化」である。2つ目は，
体系化した教育活動一つ一つの「質の向上」である。
昔から「教育は人なり」，すなわち教育は教師の
力量である「教師力」に左右されると言われる。ま
た，学校は「学び舎」であり，「授業」をはじめと
する全教育活動をとおして，子どもと教師が成長・
向上する場である。筆者も学校経営者として，「教
師力」と「学校力」を高め，子どもの「生きる力（人
間力）」を育むことに尽力してきた。
次世代を担う子どもたちにとって，変化の激しい

社会の中で様々な未知の課題に向き合い，試行錯誤
しながらも対応していく力，つまり「確かな学力」・
「豊かな心」・「健やかな体」である「生きる力」は
不可欠である。
学校経営という立場から，「生きる力」を身につ

けた「元気な子ども」を育むために，「教師力」と
「学校力」をどう高めていくかについての考察を以
下にまとめてみた。

2 筆者のめざす学校・子どもについて

筆者のめざす学校については，単純明快である。
「子どもたちが，いってよかった○○学校」，「保護
者や地域の方が，やってよかった○○学校」，「先生
たちが，つとめてよかった○○学校」である。この
めざす学校は，すべて「元気な子ども」から始まる。
「元気な子ども」とは，昔から変わらず「知・徳・
体」，つまり「確かな学力・豊かな心・健やかな体」
である「生きる力（人間力）」を，バランスよく身
につけた子どもであると考える。
子どもは，「学ぶ意味や目的」がしっかりしてい

ると，「意欲」や「向上心」がわいてくる。また，
褒められたり，学習内容がわかりだしたりすると，
自信がつくし，充実感や自己肯定感も高まり，より

いっそう「元気」になっていく。
教師も子どもの変容，例えば「あいさつがよくなっ

た」，「子どもの笑顔が増えた」，「学ぶ姿勢が意欲的
になってきた」，「目の色が変わってきた」など，子
どもが元気になったと感じたときに，明日への活力
がわいてくる。
そして，そんな子どもや教師をみて，保護者や地
域の方も「○○先生のおかげ，○○学校にやってよ
かった」，と安心感や信頼感などをもつと考える。
「元気な子ども」は，家庭と地域の教育力を土壌
として学校で育まれていく。そして，「元気な子ど
も」が，教師の資質・能力やモチベーション・教育
愛などを最大限に高めてくれる，と考えている。

3 学校経営の実際について

⑴ プロの教師をめざす
教師一人一人の熱意や指導力などは同じであると
は限らない。授業，生徒指導，部活動指導などにつ
いて，いろいろな個性や能力に違いがある。しかし，
教師は，「子どもたちのために」という熱い志をもっ
て，難関の教員採用試験を乗り越えてきた逸材であ
る。彼らが，本気になって子どもたちと向き合い，
初心の情熱を思い出せば，「教師力」の高い，信頼
される「プロの教師」になり得ると確信している。
日本の学校では，校内研修が盛んで，特に「授業
研究会」については「レッスンスタディ」として，
海外にも紹介されている。ただ，中学校の場合，「教
科担任制」による教科間の垣根が高く，「授業研究
会」に対して，やや消極的な感がある。筆者は常々
「教師力」の向上をめざすには，全教科による「授
業研究会」が不可欠であると考え，「教科の壁を越
えた授業研究会」を合言葉に取り組んだ。
専門の教科が違っても，例えば英語の先生が音楽
に，社会の先生が美術に，そして，体育の先生が理
科に対して，「教材論ではなく教授論」で，また，「教
科の論理ではなく教育の論理」で意見を言い合う。
こうした授業研究の視点を全職員に伝え，全教科・
全教師が年間一回の授業研究会を行うことにした。
その結果，「自分の授業では見られない子どもの
違う面が見えて，今後の参考になる」，「他教科から
調べ学習やグループ活動の在り方など，いろいろ学
ぶことができた」など，さまざまな感想を聞くよう
になった。
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⑵ 全職員で課題解決に取り組む体制づくり
平成23年6月，鳥栖市で元サッカー日本代表監督
岡田武史氏の「人を育てる」と題しての講演会があっ
た。その講演の一部（概要）を紹介する。

・サッカーワールドカップ・フランス大会
（1998年），41才で代表監督
予選リーグ全敗で敗退。サッカーの理論や

戦術には問題ないが，結果が出ない。「人を
育てる」ことができていないと考えた。そこ
でありとあらゆることを勉強した。哲学・心
理学・大脳生理学・経済学など，自分の限界
を超えるまで取組んだ結果，「エデュコ」と
いう言葉に辿り着いた。「エデュコ」とはラ
テン語で，英語の「エデュケーション＝教育」
の語源とされ，「引き出す，導き出す」とい
う意味である。それまで自分は，「育てる」
とは，空のコップに水を入れることだと思っ
ていた。「勝ちたい！」という最も基礎・基
本となるものを，育てていなかった，引き出
していなかったことに気づいた。

・再び代表監督，南アフリカ大会（2010年）
「ベスト4」という「明確な目標とビジョ
ン」を選手に繰り返し説明することで，次第
に選手が勝つためにはどうすればいいかを意
識するようになり，自分たちで考え，行動す
るようなった。「自分たちで判断し，自分た
ちで折り合いをつけて動くチーム」になった
ことが，「ベスト16」という好成績につながっ
たと思う。

「教育」は，人と人とのかかわりあいである。よ
い「教育」には教師と子どものよい関係が必要不可
欠であり，その大前提は校長と教師のよい関係であ
ると考える。
日々の取り組み，また，何か判断に迷うときに，

その拠り所となる明確な目標やビジョンなどが必要
になるが，筆者の場合，「すべての教育活動は，子
どものために」，「元気な子ども」，「いってよかった・
やってよかった・つとめてよかった○○学校」に帰
着する。この3つのフレーズには，筆者の理想やめ
ざすところ，ビジョンなどのすべてが込められてお
り，筆者自身が，悩んだり，迷ったりしたときの拠
り所でもある。このフレーズをとおして，全職員の
学校組織の一員としての意識を高め，個人として，

また，学校組織として取り組むべき課題の把握とそ
の解決に向けた実践に努めた。その資料が添付の「平
成27年度学校経営案」と「平成27年度グランドデザ
イン」である。
また，その時々の問題解決に向け，全職員が一体
となり，組織としての「学校力」を発揮するために
は，「共通の問題意識」が不可欠である。そこで「適
切な情報提供」と「明快な説明」を心がけ，全職員
が「自分の問題・学校の問題」と認識し，全職員で
問題解決に向かう体制づくりに取り組んだ。

⑶ ヒアリングとミーティングによる意欲喚起
① ヒアリング
佐賀県では，平成27年度まで全職員が校長の学
校経営方針に基づき，自らの具体的目標を設定す
る「評価・育成システム」が実施されていた。筆
者は，これを活用し，職員一人一人とヒアリング
を適宜行うことで，「自分が，個人として何（教
科，学級経営，校務分掌，部活動等）をすべきか」，
「自分が，学校組織の一員として何をすべきか」，
「自分のさらに伸ばすところ，改善すべきところ
は何か」などを確認・自覚させることを心がけた。
このヒアリングを通して，職員一人一人の「モ
チベーション」を高め，「やる気」を引き出し，
個人の「教師力」と組織としての「学校力」の向
上に努めた。
② ミーティング
校長の学校経営を推進するにあたって，一番頼
りになる存在は同じ管理職である教頭と事務長，
それに主幹教諭である。
筆者を含めた4人で毎朝15分のミーティングを
行い，今日の流れと見通し，連絡や報告，問題点
などを確認・共有した。このことが，「校長の意
を体して動く組織」の礎と考えた。
さらに教頭・事務長，主幹教諭からミドルリー
ダー（指導教諭，学年主任，生徒指導主事，研究
主任等）へ，ミドルリーダーから職員へと伝達・
確認・共有がなされることで，「元気な子どもを
育む」ために，「自分たちで考え，判断し，折り
合いをつけて動くチーム・組織」として機能する
学校への一歩を踏み出した。

⑷ 職員への配慮
昨今，保護者や社会などの学校・教師に対する期
待や要求等が高くなり，個々のレベルでは対応・解
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決できないものも増加傾向にある。
職員がストレスをため込んでいたり，孤立してい

たりでは，力を十分発揮できないばかりか，精神的
な疾患に陥ることもあり得る。そこで教頭，事務長，
主幹教諭，ミドルリーダー等と連携して，日頃から
「気配り・目配り・心配り」を心がけ，職員一人一
人と「報告・連絡・相談・確認」のコミュニケーショ
ンを密にした。

⑸ 情報の公開・提供による学校支援体制づくり
「元気な子ども」を育み，「いってよかった・やっ
てよかった・つとめてよかった○○学校」となるた
めには，家庭と地域社会の理解、支援・協力は不可
欠である。そのためには，筆者の理想やめざすとこ
ろ，ビジョン，学校の取り組みや様子などの情報を
適宜公開・提供し，理解してもらうことが必要であ
る。その有効な手段として，「学校だより（添付資
料）」，「学校ホームページ」，「学校情報メール」が
ある。
特に週一回発行の「学校だより」は，校区内各戸

に回覧され，フリー参観デーや学校行事などへの保
護者と地域住民の参加者増につながった。また，地
域での子どもに対する声かけや学校への情報提供な
どにも効果があり，問題行動対応等にも役立った。
まさしく「継続は力なり」と，「地域の教育力」の
ありがたさを実感した。
地域の学校支援の一例としては，「お花かざり隊

（添付資料）」の取り組みがある。地域の有志が，
子どもたちの「豊かな心」を育む一助になればと，
校内に花を飾ったり，花壇に花を植えたりする活動
を定期的に行っている。子どもたちの日頃の言動に
いい影響を与えており，まさに「環境が人をつくる」
である。

4 終わりに

「組織のトップは孤独である」と言われる。学校
経営者として，学校・職員の先頭に立ち，子どもた
ちの命を守り，「生きる力」を育み，次なるステー
ジに送り出すまでには，様々な苦悩や葛藤などに押
しつぶされそうになることも幾度となくあった。
そういう中での「決断と責任」，これこそが学校
経営者，校長としての醍醐味である。「毅然として，
凜として決断する」，もし何かあれば「潔く責任を
とる」と覚悟し，日々努めてきた。例えるなら，大

相撲の大関は降格ありだが，横綱は降格なしの引退
である。校長の希望降任はあるにせよ，大相撲と同
じではないか，と考えていた。
培ってきた実績や研修，知恵や工夫，修羅場での
経験などを結集したダイナミックな学校経営を行う
とともに，その中での「決断と責任」が，「校長の
醍醐味」であり，目標達成すれば，「校長冥利に尽
きる」と思われる。
以上，「元気な子どもを育む学校経営」について，
筆者の稚拙な取り組みを紹介したが，やり残したこ
とや反省すべきところも多い。そのことを踏まえ，
今後も筆者自身が寸暇を惜しんで勉強しなければな
らないことを肝に銘じ，最高学府に学ぶ学生たちの
夢実現に向け，努力していきたい。
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